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TAKEFU SUPER SCIENCE HIGH SCHOOL NEWS                                                                            

2012.8.6(MON)  

 12/19（土）、本校葵講堂他にて 

SSH生徒課題研究発表会＆生徒交流会     

「SDGｓ×Diversity!」が行われた。 

藤島、高志、武生東、丸岡、三国の 

生徒が来校し、本校を含めた 45名の 

生徒が、課題研究の発表（ポスター発表、 

口頭発表）と生徒交流会に臨んだ。  （↑田中校長挨拶）    （↑実行委員による話題提供） 

 

1．開会式 

本校の田中宏明校長の挨拶に続き、実行委員の 2年・角井健悟さんが「なぜ課題研究をす

るのか」というテーマで話題提供を行った。「課題研究の取り組みは、面倒くさいと思っ

たり、ほかの勉強をしたいという思いがあったりもするだろうが、その一方で達成感を得

られたり、自主的に取り組める」という“研究観”を語ってくれた。 

 

2．ポスター発表 

自然科学系 3、人文社会系 2、地域連携（SDGｓを含む）3、全部で 8本のポスター発表が

行われた。5分という短い発表時間の中で、発表者は何をどのように伝えるかということ

に苦労しながらも、研究した内容をしっかり聴衆に伝えていた。発表者との距離が近いこ

ともあり、質問も出て、質疑応答の時間（2分）がオーバーすることも多々あった。 

 

3．生徒交流会① 

「課題研究の悩み」というテーマで、6校の生徒を 10のグループに分け話し合ってもらっ

た。勉強との両立の難しさ、学校側が設ける評価基準の内容への不満、テーマ設定の難し

さ、研究する時間の生み出し方など、課題研究をするにあたっての根本的な課題が浮き彫

りとなった。交流会は、グループのファシリテーター（本校生徒）を中心に行われ、最後

にはグループごとに話し合った内容を発表・共有した。今回の助言者である金沢大学・本

所恵准教授からは「みなさんが話していたことは、愚痴にきこえるかもしれないが、これ

こそ現状を改善するために大事なこと。この時間が学んでいる時間であるということを理

解してほしい」、同じく仁愛大学・西出和彦教授からは「失敗は何度してもいい。」「問

いと結論がつながるような研究をこころがけよう。」というアドバイスをいただいた。
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4．口頭発表 

午後からは葵講堂で、自然科学系 5、人文社会系 2、地域連携（SDGｓを含む）2、全部で

9 つの口頭発表が行われた。こちらも 5分という短い時間で、全ての内容を理解すること

は難しいものもあったが、会場からは質問もたくさん出て、1つのやりとりでは終わら

ず、ディスカッションに発展する場面もあった。 

  
 

5．生徒交流会② 

「この研究のここが良かった！」をテーマに交流会①とはまた別のメンバーで意見交流を

行った。ポスター発表と口頭発表を含め、印象に残った発表について語り合った。「実験

に失敗してもそれを克服して次につなげていた研究がよかった」「足の小指をぶつける研

究は着眼点がよかった。」という評価から、「専門的な分野では基本的知識の説明が必

要」「５分という発表時間は短い」といった問題点も挙がっていた。最後は 2グループに

話し合った内容を全体に向けて発表・共有した。東京都立大学・鳩貝太郎客員教授から

は、「もっとテーマに工夫を」「プレゼンするときは熱意を持って。ステージ上で立ち歩

いてもかまわない。」などのアドバイスをいただいた。 

 
（↑生徒交流会①）          （↑生徒交流会②） 

 

6．閉会式 

本校の川内邦央教頭から、参加した生徒へのねぎらいの言葉が送られ、１日の「振り返

り」を書き、グループのメンバーに別れを告げ、無事、会を終えた。 

 

★生徒実行委員会★ 

 今回の発表会の成功には 7人の生徒実行委員の存在が大きい。角井健悟さん（2年）、 

上山結衣さん（2年）、大谷そらさん（2年）、塚﨑真広さん（1年）、小松悠生さん 

（1年）、井上陽子さん（1年）、辻 陽生さん（1年）は、7月から約 10 回の実行委員会

を開催し、ファシリテーションや課題研究の評価の吟味を行い、今回の課題研究発表会の

企画・運営を立派にこなした。ホスト校として、司会、話題提供、生徒の誘導、ファシリ

テーションなど、自分たちで考えながら、見事、会を成功に導いた。 

 
（↑約半年の準備期間を経て、当日は司会やファシリテーターとしても活躍した実行委員たち。） 


